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◎中学・高校 「卒業式」 

🌸卒業おめでとう🌸  光・力・希望の学徒 

３月１日（日）に高校の第 6４回卒業証書授与式が、７日（土）に中学校の第１２回卒業証書授与式が

開催され、高校３年生２３６名と中学３年生１１８名が学舎を巣立ちました。卒業生の皆さん、保護者の

皆様、ご卒業おめでとうございます。 

今年度は新型コロナウイルスの影響により、在校生の出席がなくなり、式自体も短縮した形での開催と

なりました。しかし、中高ともに、卒業生のたくましくなった姿がまぶしい、大変すばらしい卒業式とな

りました。 

高校卒業式では、３００年の伝統を誇る佐賀の「名尾和紙」で作製された卒業証書が、各クラスの代表

生徒へと授与されました。在校生代表の才田健吾くんの送辞の後、卒業生を代表して藤田倫大郎くんが、

在学中の思い出や周りの人々への感謝の思いを答辞として述べました。フォークデュオであるゆずの『栄

光の架橋』の歌詞に、これまでの３年間で経験した苦しさやそれをともに乗り越えた仲間への感謝などの

想いをのせて、今後の将来への決意を力強く述べた姿が大変印象的でした。 

中学卒業式でも同様に、卒業生一人ひとりに「名尾和紙」の卒業証書が授与されました。送辞は、在校

生代表の堤田藏之介くんが務めました。また、卒業生を代表して岡本陽くんが、仲間との思い出や家族へ

の感謝、不安定な社会情勢の中でもたくましく生きていく決意などを、立派に、答辞として述べました。

毎年恒例であった「ふるさと」の合唱は、短縮されてしまいましたが、一人一人が３年間の中学校生活に

想いを馳せたすばらしい卒業式でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎中学校「合唱祭」開催される 

２月２７日（木）に、中学校体育館で中学生全員による「合唱祭」が開催されました。今年も、他のク

ラスに負けないよう、日々工夫を凝らしながら練習に励んでいました。本番では、どのクラスも練習の成

果を存分に発揮し、美しいハーモニーを中学校体育館一杯に響かせました。保護者の方々にもご来校いた

だき、生徒も一段と張り切っていました。多くの御来場と温かい拍手をありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年間ありがとうございました。来年度も子どもたちの様子をお伝えしていきます。 高校３年生 

最優秀賞 ３年２組『友 ～旅立ちの時～』 中学校美術部の作品 

金賞 ３年３組『手紙 ～拝啓 十五の君へ～』 銀賞 ３年１組『ＹＥＬＬ』 

銅賞 ２年３組『旅立ちの時 ～Asian Dream Song～』 全生徒による合唱『ふるさと』 

中学３年生 


